
気候変動適応策に関する講習会結果 アンケート結果 ＜別紙２＞

（参加者・回答者＝19名）
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ウ）気候変動による影響に対して、対処・備える”適応策”が必
要であること

イ）気候変動によって、区民生活にさまざまな影響が及ぶこと

ア）将来、気候変動が酷くなること

問１ 講習を聞いて、次の項目（ア～ウ）について、理解が深まりましたか？

よく理解できた やや理解できた
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10．その他
９．まつりやイベントへの影響

８．感染症の増加
７．熱中症の増加

６．ヒートアイランド現象悪化
５．自然生態系への影響

４．土砂災害の増加
３．水害・浸水被害の増加

２．水質の悪化、渇水の増加
１．農業・林業・水産業への影響

問２ 講習を聞いて、特に関心を持った気候変動の影響の分野を選んでください。
【複数回答可】

(n=19)

問３ これまでに、貴課・施設での施
策・事業を進める中で、気候変動の影響
を受けて、中止したり、内容・計画を変

えたりしたことはありましたか？

１ある 
37％

２ない 
58％

３無回答 
5％

問４．貴課・施設での施策・事業におい
て、気候変動に対処・備える“適応策”に

取り組む必要性を感じましたか？

1 必要性が
ある 79％

３わからな
い 16％

２必要性はな
い 5％

- 1/2 -



１．問２でのその他
講習を聞いて、特に関心を持った気候変動の影響分野
 ・まちづくり施策への適用法

２．問３での自由記述
施策・事業を進める中で気候変動の影響を受け、中止や内容・計画を変更したこと
（１）猛暑・暑さ
 ・就学前教育施設に対する熱中症・感染症への注意喚起
 ・小中学校への暑さ指数計の配布
（２）台風・悪天候
 ・保育園の休園
 ・地域での事業の中止
 ・公共交通機関の運休、遅れによるゴミ収集運搬体制が構築できない恐れの発生

３．問４での自由記述
施策・事業において、気候変動に対処・備える必要性のある適応策
 ・熱中症対策
 ・保育園等での行事の時期・内容の中止・変更
 ・ゴムの収集や調査等の屋外業務での職員の熱中症予防対策の強化
 ・デング熱対策としての蚊の防除ＰＲ
 ・気候変動に備える生活への住民啓発の推進
 ・災害時の運営基準の策定
 ・水害対策
 ・ごみの収集運搬の緊急対応
 ・災害廃棄物処理及び被災地支援に対応できる体制構築のための物的・人的措置
 ・国土交通省等の事業施策の位置づけ
 ・まちづくり計画策定
 ・公共施設の整備

- 2/2 -


